
再生骨材のCO2固定化
を目指して



• GOSATシリーズについて

GOSATシリーズは環境省と国立環境研究所、JAXAが連携して推進し
ている地球観測衛星プロジェクトで、宇宙から主要な温室効果ガスであ
る二酸化炭素やメタンの大気中濃度の観測を行うことを主目的。

2009年には１号機（温室効果ガス観測技術衛星「いぶき」、GOSAT）、
2018年には２号機（「いぶき２号」、GOSAT-2）を打ち上げ、15年分
以上のデータを蓄積した現在も２機を運用中。さらに、2025年６月２
４日には３号機（温室効果ガス・水循環観測技術衛星、GOSAT-GW）
を打ち上げる予定。





地質年代にチバニアン（77.4万～12.9万年前の地質）命名

２０２０年１月１７日
タイムラインAI生成コンテンツは誤りを含む可能性があります。

ダイアグラムが含まれている画像 AI生成コンテンツは誤りを含む可能性があります。

ホモサピエンスが登場するのは
チバニアン末期

https://ameblo.jp/yashima1505/image-12893679657-15565828471.html
https://ameblo.jp/yashima1505/image-12893679657-15565828472.html
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